電モジャー付ガス炊旗器 

RR - S 1 曰 VNS (業務用） 


取扱説明書 


(保証書付) 



ご愛用の皆様へ 

このたびは、電モジャー付ガス炊飯器をお買い上げいた 
ださまして、まことにありびとラございまず。 

♦ご使巧の前に、この取扱説明書を必ずお読みいたださ、 
安全に正しくお使いください。 

♦本製品は業務用として作られていまず。 

•使用者び代わった場合には、必ずこの取扱説明書を読 
んでいたださ、かつ指導して<ださい。 

♦本製品は国内専用でず。巧外では使巧でさません。 
♦取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売店、 
またはちよりの当社事業所にお問い合わせください。 
♦取扱説明書は裏表紙び保証書になっていまず。内容を 
よくご確認のラえ、大切に保管してください。 
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安全のために必ず守ってくださし、 

この取扱説明書および製品への表示では製品を正しくお使いいただを、あなたや他の人々への 
を害や財産への損害を未然に防止ずるために、いろいろな絵表示をしていまず。 

その表示と意味は巧のようになっています。内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ盾:険、または 
义災のを険び差し迫って生じることび想定される内容を示していまず。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負う可能性、 
または义災の可能性が想定される内容を示していまず。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的 
損害のみの発生び想定される内容を示していまず。 


♦絵表示については巧のような意味がありまず。 


A 

この絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」 
内容です。 

A 乂災ま意 ^ 感電注意 
局温ま意 

0 

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容でず。 

@ 义気禁止擲ち禁止 
^ 分解禁止めれ手禁止 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」 

内容です。 

も 電源プラグを 
巧 良コンセントか5巧く 

爲 換気ぉ要 


么危険 


■ガス漏れに気づいた5絶対に义をつけたり、 
電気器具のスイッチの r 入•切」、電源プラグ 
の巧き差し、周辺の電話を使用しない 

炎や义巧で引火し、爆発事故を起こすことび 
あります。 



■ガス漏れに気づいた5すぐに使用を中止する 

① すぐに使用をやめ、ガスをを閉める。 

⑨窓や戸を開けガスをがに出す。 

③ お買い上げの販売店または 
ちよりのガス事業者に連絡する。 









A 警告 


■機器に表示してあるガス種（ガスグループ）および 

電源（電圧/周波数）な外のガスおよび周波数では 

使用しない 

♦表をのガス種および電源び一致していない場合、不完全燃 
焼により一酸化炭素中毒になったり、爆発着义でやけどし 
たり、機器の故障の原因になりますので、使用しないでく 
ださい。 

♦転居されたとさち、供給ガスの種類-電源の種類び機器の 
表ちと一致していることを確認してください。 

♦銘板は本体の左側に張ってあります。わか 5 ない場合は、 
お買い上げの販売店、またはちよりの当社事業所にお問い 
合わせください。 


〈例〉銘板 （12 A ' 13 A の場合） 


( 00-00000 
00-00000 都巿ガス用 


■形式の呼び 

(1 吕 A .13 A )>— ガス種 

(ガス グルース 



1吕 A 用 

13 A 用 

kW 

000 

000 


C00-00-000000) YS 



U ンナイ 株式会社 

1111111111111111111111111111111 

製造年月および製造番号 


使用電源については本体左側面に表示しています 



-使用電源 
-周波数 
-消費電力 


■可燃物との距離を確実に離す 

义災予防条例で定め 5 れていますので、必ずお守り<ださい。距離び近いと义災の原因になります。 
また可燃性の壁にステンレス板などを張った場合でち可燃物と同様の距離び必要です。 

L ソ下の場合は必ず別売の防熱板を取り付けてください。 KT 8ページ 

♦可燃性の壁（ステンレスやタイルを張った可燃性の壁ち含む）との距離を下図のようにとれない場合 
防熱板は、お買い上げの販売店またはガス事業ちにお問い合わせください。 



■設置後、機器の周辺を改装する場合ち可燃物との距離をお実に離す 




A 警告 


■機器の上や周囲に調理ラック、カーテン、紙 
ぶくろ、ペットボトル、調理油などの可燃物や 
スプレーなどの弓 I 义性のちのは置かない。 

焦げたり燃えたりして义災の I 、 

原因になります。 V W 

藥\み 


0 



■絶対に改造-分解は行わない。 

一酸化炭素中毒、ガス漏れ、义災、動作不良の原 
因になります。 




分解禁止 



■機器の給排気□やすき間にピンや針金など 
の金属物など異物を入れない。 

感電や異常作動してけびを 
することびありまず。 夕" 


0 


■ふきん-タオルなどを機器にかぶせない。 

不完全燃焼や機器損傷-义災の原因になります。 


0 



I 地震、义災などの緊急の場合は、ただちに 
使用を中止し、ガス栓を閉じる。 


試'/^ 


礙〇 



■炊飯かまをセットする時、燃焼部にしゃもじや 
スプーン等の異物げないことを確認する。 

'巧飯かまの風こ排水□キャップなどび引っ掛る場 
合びありますので、'巧飯かまの底 
にち異物びないことを 
確認してください。ィ六ぶノグ 


〇 




■機器を水につけたり、水をかけたりしなし、。 

漏電•ショートして感電•発火のおそれびあります。 





感電ま意 


■ガス事故防止 

• ゴム管はガス用ゴム管(検査合格又は J 旧マー 
クの入っているもの)を使用してください。又、 
ひびわれしたり、差し込み□びゆるんでいるとガ 
スび漏れてガス中毒やガス爆発の原因になりま 
す。傷んだゴム管はおず取り替えてください。 


32 ^___ 


■機器の下に新聞紙、ビニールシートなどの 
燃えやすいちのを敷かない。 

火がの原氏!になります。^ 




义災ま意 


•ゴム管は、ガス接続 □ 
の赤線まで差し込みゴ 
ム管止めで確実に止め 
て < ださい。 



〇 




•ゴム管の継ざたし及 
び二又分岐はしない 
で < ださい。 ^ 


0 


3 




么警告 


■機器を移動するときは、炊飯中 
はさける。 

'巧飯中-'巧飯直後の機器は In / 

高温のため危険です。転倒 
すると义災-やけどの原因 \ p 
になります。 


炊飯直後 


0 


-保温中に持ち運ぶ場合はやけどにご注意ください。 

■異常時はすぐに使用を中止し、义を消し、 
ガス栓を閉める。 

地震、义災、異常な燃焼、臭気、異常音を感じた 
とさは、すぐに使用を中止してください。 

© 1 日ページを確認し、必要に応じて、お買 
い上げの販売店またはフリーダイヤルに 
ご連絡ください。 


■コム管-電源コードは炊飯器や他の機器の 
下を通したり、他の熱源機器にふれない。 
無理に巧り曲げたり、引っ張ったり、ねじった 
りしない。 

使用時は周囲び高温になり、ゴム管、電源コードび 
過熱されガス漏れや感電の 


原因になります。 


0 



■ゴム管はガステーブルなどの他の熱源機器 
か！51已 cm む上確実に離す。 

距離び近いと高温になり、ゴム管び過熱されガス 
漏れの原因になります。 __ , 




〇 



1已 cm じ Lb 


■使用後は消义を確認する。 

使用後は必ず消义していることを確かめて < ださ 
し、ガスをち閉じてください。 


〇 


■機器の周辺ではスプレー、ガソリン、ベン 
ジンなど引义のおそれの 
あるものを使用しない。 vSy 

义災の原因になります。 ' C^l 

JaH 


0 


■電源プラグは根元までしっかりコンセント 
に差し込む。 

感電•発熱による义災の原因になります 。I 


〇 


■炊飯中の外出はしないでください C 

(保温時は除く ） (( 广_ 

义災の原因になり 


0 




■電源コードを切断して延長はしない。 

電源コードびコンセントに届く r 

範囲にする。感電ゃ义災 (\ I 

などの原因になります。 ^ I 


0 


り 


■コンセントや配線器具の定格を超える使い 
方や、交流10 0 V む外で使わない。， 

たこ足配線などで定格を 衣^ぞ 

超えると、発熱による 夕^^ 

义災の願になります。 

/0. ホ 


0 


■電源プラグのほこりはふき取る。 

义災の原因になります。 


乾いた巧で 



〇 


4 




A 警告 


■めれた手で電源プラグの巧き差しはしない。 

■炊飯直後に外わく、炊飯かまを持ち運ばな 

感電のおそれびあります。 

い。 


炊飯直後は高温のため危険です。転倒すると义災 • 


やけどの原因に .(Q ク。一^ 


なります。 ぶ。 

(B 

めれ手禁止 

-■ 


A ♦ 、 J ■ ■ I 

A 江局 


■水平でま定性のよい台の上に設置する。 

不安定な所や傾いた所に設置すると機器 
び傾いて、やけどやけびをするおそれび 
あります。 


〇 


■棚の下など落下物の危険のある場所に設置 
しない。 

機器の上に落ちたちのび燃えて、义災の 
原因になります。 


I •一 

0 


■感熱部はいつちをれいにする。 

ミちれていたり、'巧飯かまとの間 
に異物びあるとセンサーび正常广 ;I 
に働かないことびあります。 


〇 



■炊飯中や炊飯直後は、蒸気□に顔や手を近 
づけない。また、炊き上げり直後はふたを 
開けない。 

'巧飯中は蒸気□から、'巧去上びり直後はふたを開け 
たとさを量の蒸気びでますので 
やけどをするおそれびあります。， 


A 


高温ま意 



■炊飯中、炊き上びり直後はボタン•炊飯レ 
パー. 取っ手む外は手を触れない。 

高温になっていますので、特にルさなお子様には 
さわ5せないで < ださい。 

やけどをすることびあります。 




接軸禁止 


■機器の周囲に樹脂製品などの熱に 
弱いちのを置かない。 

変形または変色するおそれびあります。 


0 


■車両船舶での使用はしない。 

使用中に機器び傾いたりし、 

义災ややけどの原因になります。 


0 


■専用の外わく、蓋む外は使用しない。 

過熱-異常燃焼による火災などの原因になります。 


0 



■お部屋の換気 □ (吸気□-排気口）は常に 
確保し、使用中は換気をする。 

不完全燃焼の原因になります。 





爲 

換気必要 




■強い風の吹き込むところには設置しない。 

故障や'巧飯不良の原因となります。点义 
不良や途中消义、機器内部の損傷、を全 
装置び正しくはた5かないなどの原因に 
なります。 


0 


■湯沸器の下に設置しない。 

湯沸器の不完全燃焼防止装置びはた5さ 
义びつかない場合びあります。また、湯 
沸器の寿命を縮めます。 


0 


巳 










♦ 、 ■い 

A 江局 


■子どちだけで使わせない。 

幼巧の手の届くところで使わない。 

思わめ事故の原因となります。特に幼巧にはさわ 
らせない。 へ 


0 



I 点义したままでは、炊飯かまを絶対に外さ 
ない。 

-必ず、消义後冷えてか5、'巧飯かまをがす。 

-必ず、'巧飯かまをセツトした後で点义操作をし 
て < ださい。 

やけどや過熱による火災などの原因になります。 


0 


■外ぶたは取っ手を持って確実に閉める。 

かぶたびいさおいよく閉まり、手をはさむことび 

あります。 II 

また、'巧飯不良の原因になります。// 


〇 


■点検-お手入れの際のま意。 

点検-お手入れの際は必ず手袋をして行ってくだ 
さい。手袋をしないでお手入れすると機器の突起 
物などでけびをすること»1 i . 

びあります。 rA /W 


〇 


■電源コードを持って引き巧かない。 

電源プラグを抜くと去は電源コードを持たずに、 
電源プラグを持って抜いてください。 

電源コードを引っぱると電源コードび破損し、感電、 
ショート-火災や機器故障の原因になります。 


0 


巧. 



■点义操作をするときは、点义確認窓に顔を 
近づけ過ぎない。 

やけどをするおそれび 

あります。 マた之つ 


0 


1 


>機器本体•がぶたには安全に関する注意び表ちしてあります。ミちれたり、読めなくなったときは、やわ5かい巧 
などで巧れをふさ取ってください。また、お手入れの際に、たねしなどを使ラ場合はご注意ください。 


お願い 


■雷時のま意。 

雷び発生しはじめた5すみやかに運転を中止し、 
電源プラグをコンセントか5抜いてください。 

雷による一時的な過電流で電子部品を損傷するこ 
とびあります。 


■器具の持ち運びは、外ぶた取っ手を持って 
行わない。 

がわく取っ手を両手で持つて運んでください。 



0 


C 





正しいがわく取っ手の 
持ちかた 






使用前の準備 


1使用ガス•電源をガスを接続する 
確認する y 


^設置場所のミ主意 


機器に表示しているガスの種類と ♦ゴム管は09.已 mm ガス用ゴム管 

使用するガスび一致しているかま を使用してください。 

ず確かめて < ださい。 

♦ビニール管は絶対に使用しないで 
<ださい。 

♦ガス接続□の赤線まで差し込み、 
コム管止めで確実に止めてくださ 


♦コム管は 2 mL ソ下で適当にゆとり 
をもたせ、巧り巧げないようにして 

〈例〉銘板 (12 A -13 A の場合） < ださい。 

形式の呼び ガス種(ガスグループ） 

♦コム管はホタ飯器の下を通したり、 
接® i させないよラにして < ださし、。 

♦ゴム管の継ざ足しや二又分岐はし 
ないで < ださい。 


製造年月および製造番号 

♦使用電源、周波数は、交流1 00 V 
已 0-60 HZ (—般家庭用コンセン 



(()()-()()()()()) 

(12A-13A)] 

00-00000 

都市ガス用 


12A 用 

13A 巧 


kW 000 

000 


( 00 . 00-000000 

) YS 


U ン t イ株式会社： 

i 1111111111111111111111111111111 

J 




卜）を使用してください。これ 
じ(外の電源では絶巧に使用しな 
いで < ださい。 


4お願い1- 

ちいゴム管はガス漏れの原因 

ゴム管は2〜3年を目をに取り替 
えて<ださい。ち<なるとヒビ割 
れして、ガス漏れの原因になり危 
険です。又、取り替えの際、ガス 
接続部に傷びついた0、異物び付 
着するとガス漏れの原因になりま 
すので、ていねいにお取り扱いく 
ださい。 


♦安定した、落下物や風のむ配のな 
し、ところ 

棚の下など落下物のを険びある 
ところや、不安定なところ、風のあ 
たるところでは使巧しないでくだ 
さい。機器の上に落ちたちのび燃 
えて火災になる恐れびありまず。 


0 

♦可燃物のないところ 

機器の上やまわりには可燃性（力 
-テン•紙ぶくろなど）や引火性 
(スプレー宙など)のちのは置かな 
いでください。使用中に近くのも 
のび燃えて、火災になることびあ 
りまず。 I V 




H 





壁や上方と間隔をとる 



♦湯沸器の下に設置しないでください。 

湯沸器び誤動作ずることび 
ありまず。 


0 



♦可燃物の壁か51已 cmL ソ上、上方から 30 cmJ ； Lh 離 
せない場合 

防熱板を壁に取り付けてください。 


側面 

防熱板 ] 


♦か児の手の届かないところ 

幼巧の手の届くところでは使用しないでください。 
本体に軸れてやけどしたり、蒸気でやけどずる恐れ 
びありまず。 


上面-後面 


1己 cm \ 

似上防熱板 


0 




4. 已 cmliL り 

♦防熱板について 


4.已 cmii (上! ■ 


参換気のでさるところ 

お部屋の換気 □ (給気□•排気 □) は苗に確保し、物な 
どでふさびないでください。 

又、炊飯中は換気扇を回ず 

などして換気をしてください。 C \ ^— n 


な 質 

厚さ 

鋼 板 

O . Smm じ (上 

ス了ンレス鋼板 

O . Smm じ (上 


をとり、ち害な変おのな 


防熱板については、お買い上げの販売店、またはちよ0の当社事業所 
にお問い合わせください。 



A 警告 


設置するとさは可燃物との距離を確実に離す。 
(义災予防条例で規制されています） 

距離び近いと义災の原因になります。 
















各部の名称 







外わ < 本体 
つゆ受け枠 


外わく 

取っ手 

•外わ<部を持ち 
運びされる際に 
は、外ぶたをお 
実に閉めて外ね 
<取っ手を両手 
で持って持ち運 
んで < ださい。 

•外ぶた取っ手を 
持って持ち運ば 
ないで < ださい。 




立消えま全装置 




ガス接続 □ 


付属品 

ク日 

しゃもじ計量カップ 


内ぶた取付軸 

キャッチボタン 
外ぶた取っ手 

内ぶた取付パッキン 
外ぶた 


つゆ受け 

外わく取っ手 
器具コンセント 
本体カバー固定ねじ 
本体カバー 
点乂お認窓 



喊丈も) 

単2お乾電池、1個 

旧14円 


取扱説明書 

(な証書付） 


連絡巧一覧表 電源コード 


はじめてお使いのとさ 

♦外ぶた•外わく •炊飯燃焼部はきれいな巧で巧いてください。 

炊飯かま-内ぶた•しゃちじ’計量カップなどは中性洗剤 
で洗った後' きれいな巧で水気を巧きとってください。 


♦乾電池をセツトしてください。電池ケース 
(炊飯燃焼部裏側にありまず）に®©の方 
向を巧かめて乾電池をセツトしてください。 
単2お乾電池、1個使用でず。 


専用の電源コードですか 
ら他の機器には使用しな 
いでください。また他の 
機器の電源コードをこの 
機器に使用しないでくだ 
さい。 



お願い ) - 

•付属の乾電池は工場出荷時に納め5 
れ たちので自然放電のため寿命び短 
くなつている場合びありまず。 
•乾電池び消耗ずると点义しにくくな 
りまず。「バチバチ_!と放電間隔び長 
くなつた5、早めに新しい乾電池に 
お取り替えください。 


回 








ご飯の炊きかた 

参お米の準備 . 


-お米を計って 
洗米する 


♦付属の計量カップずりさり1杯 



♦たっぷりの水で手早く洗ってく 
ださい。洗い足りないと、ニオ 
イ•黄バミ • 炊飯不良の原因にな 
りまず。 


♦泡立て器などを使わないで手で 
洗ってください。 



♦洗米機に長時間かけると粉米 
びを<なり、炊飯不良の原因 
になりまず。 

♦最大炊飯量でラま < ご飯び炊 
けない場合は、8割程度の炊 
飯量をおすすめします。 

r — ( お-願し、 ) -^ 

♦かまのフッ素加工を長持ち 
させるためにはボールなど 
をご使用ください。 


Q 水加減ずる 

♦お米は水平にならし、炊飯量に合 
わせて目盛りまで水を入れる。 


10カップの米を炊くとき。 

『10』まで 
水を入れる 



♦炊飯かまの水位目盛は標準の水 
加減でず。お米の種類やお好みに 
合わせて水加減してください。 


新 

米 

かため 

古 

米 


麦まぜ米 
標準価格米 
胚芽精米 

やわ5かめ 


じぶ]無ミ先米を炊く 
とさのポイント 

参水を加えた後、かき混ぜる 

無洗米は水を加えると米の表面 
に気ミ包びで去て、水び吸収され 
にくくなります。水を加えた 
後、かるくかさ混ぜるとお米の 
周りの気ミ包び取れ、水を吸収し 
やす < なります。 

参1〜2度すすぐ 

無洗米の種類によってはデンプ 
ン質びをいちのびあ0ますの 
で、そのまま'巧飯すると'巧飯不 
良の原因になります。1〜2度す 
すいでにごりを少なくしてか5 
の'巧飯をお勧めします。'巧飯量 
びをい場合（最大'巧飯量の8割 
ULh ) は、特によくすすいでく 
ださい。また、'巧く前に塞の底 
か5軽くかさ混ぜてください。 

♦お米をひたす 

浸漬時間は一般の米と同じで夏 
場30分、を場60分く 5いお要 
です。 


気をつけていたださたいこと 


♦白米 L ソがのご飯を巧飯ずる場合 

■具を入れたり、味付けしたりずるのでお米の量は最大炊飯量の1/2位 
にして炊いてください。具は水加減した後、お米の上に乗せ、かさまぜ 
ないで < ださい。 

•具の種類や水加減によっては早切れしたり、吹さこぼれしてラまく炊さ 
上び5ないことびありまず。また炊さ上びってち底に焦げ色びつさまず。 
• ちち米を混ぜて炊飯した場合、ちち米の量 I こよりラま<炊けないことび 
あるのでごミ主意 < ださい。 

参添加物について 

•添加物（油等）、調味料（バター、ケチャップ等も含む）を入れて炊飯ず 
ると炊飯不良の恐れびありまず。 


m 





ご飯の炊きかた 


•機器のセット 


1 外わく部を 
炊飯燃焼部に 
正しく乗せる 

♦外わく部を正しくセットしないと、 
炊飯でさません。 



A 注罵 


'巧飯燃焼部の'巧飯受け皿•感 
熱部に米つぶ-食品くずなど 
びついていると、正常に'巧飯 
できません。がわく部をセツ 
卜するとさに、必ず取り除い 
て < ださい。 



' —わ‘願し' I - 

♦がわく部をセツトずるとき 
に、電源コードびはさまらな 
いよラにま意してください。 

V_ y 

m 


2 炊飯かまを 
外わくにセット 

♦炊飯かまの外側や底の水分•異 
物、外わくの内側に米つぶ•食 
品くずなどび付着していると炊 
飯不良の原因になるので、取り 
除いて < ださい。 



水につけてお < と、十分水分を 
吸収し、おのないおいしいご飯 
び炊さ上び0まず。 

♦内ぶたを外ぶたにセットし、外ぶ 
たを閉める。 



参点乂 •炊飯… • 

1ガス检をを開にずる 

♦炊飯レバーびけ甲ず」（炊飯）の 
位置にあることを確認してから 
ガスをを開けてください。 







バーナーに点义 


♦炊飯レノ（一を下へ r カチッ」と音び 
するまで巧し下げて、そのまま数秒 
間押し続けて < ださい。 



♦手を離してちノ（ーナーに点火して 
いることを点乂確認窓から確かめ 



♦炊飯レノ（一を巧し下げた際、手を離 
すと途中までちどりまずびセットさ 
れています。 



口 


♦万一、バーナーに点火しなかった 
り、炊飯途中で火を消ずとさは、図 
のように炊飯レノ（一を r カチッ」と音 
びずるまで強く弓 I き上げてくださ 
しん 



' —ゎ願し I J 、 

♦はじめてご使用になるとさ 
や、長い間使用にならなかっ 
たとさなどはゴム管内に空気 
び入っていて、点火しに < いこ 
とびありまず。この場合には、 
空気び抜けるまで、数回点火 
操作を繰0返してください。 

♦ゴム管内に空気び入っている 
場合、バーナーに点火してち 
消火ずることびありまず。確 
実に点火していることを確認 
してください。（数秒間)万一、 
吹さ消えなどで已秒間な上ガ 
スび出た場合は、炊飯レバー 
を r 止」の位置までちどしガス 
の臭いび消え、さらに数秒間 
待ってから点火操作を行って 
<ださい。 

♦連続して炊飯をずる場合、感 
熱部び冷えてから実施してく 
ださい。感熱部を冷まさずに 
炊飯ずると炊飯不良になるこ 
とびありまず。 

\_ y 


3 電源コードを 
差し込む 


♦保温び必要な場合はノ（ーナーに点 
火したことを確認して、器具用プラ 
グを器具コンセントに差し込む。 



/— ( お願い } 


♦お米を洗って水につけている 
ときは、電源プラグをコンセ 
ントに差し&まないでくださ 
し、。お米びふやけて、巧飯で 
きなくなる恐れびありまず。 

♦器具用プラグを器具コンセ 
ントに差し込む際は、器具 
コンセントの奥まで確実に 
差し込んでください。 
-/ 


♦電源プラグをコンセントに差し込む。 
器具コンセント前部の通電ランプ 
(オレンジ色）び点なし、通電したこ 
とを术しまず。 





ご飯の炊をかた 


•消火 . •むらし•…………•保温 


■炊飯が終わると… 


♦炊飯レバーはけ甲ず」（炊飯）の 
位置にちどり、バーナーは消火 
します。 

♦消火を確認してからガス栓を確 
実に閉じてください。 



♦消火してずぐにふたを開ける 
と、おいしいご飯になりませ 
ん。消火してか b 必ず1已分政上 
むらして<ださい。 



♦むらしび終ったあと、ご飯をよく 
ほぐして < ださい。 



♦器具コンセント前部の通電ランプ(才 
レンジ色)び点な 
していることを 
確認してくださ 
い。 

通電ランプ 

■保温中は必ず 
電源プラグを 
差し込んだままに。 

♦電源プラグをコンセントに接続し、保 



■保温は12時間まで 

•1 2時間じ(上にな 
ると、保温臭や乾 
燥によるご飯の劣 
化び進みまず。保 
温時間は短い方 
び好ましいので、 

早目にお召し上 
びり < ださい。 











上手に保溫しましょラ 



がをてご I かはホ‘ぃレ 


■ご飯を巧飯かまの 
中巧によせる 

参炊飯かまの周囲についたご飯が 
ノ（ヴノ（ヴになるのを防ぐことが 
でをます。 


はがきた 
T でをこんなこと 



■停電したとまは 

♦短時間な5問題はありませんが、長 
時間になってご飯が冷えてしまった 
場合は、再度保温しないよラにして 
<ださい。 


■かわ<部だけで 
保温ずる場を 

♦耐熱性のある平!5な所において 
保温して < ださい。 



め炊きたてがおいしい。 

に気をつけると 
おいし < ごがを 
していただけます。 



■ふたの□ックは確実に 

参がぶた-内ぶたがしっかり閉まっていな 
いとご飯の水分が逃げ、乾燥して黄変や 
いやなニオイの原因になります。 




■かわ < 部を移動させる場合 

♦保温はすべて、電気で行いますので保ミ品中、外 
わく部を移動させる場合は、電源プラグを別の 
コンセントに接続して保温を続けてください。 


ここが 

ポイント 


こんな保温はやめましよつ . 

黄バミ-ニオイ-パヴつきの原因になります。 


M 2 時間 1 U 上の保温 

ご飯が努化しパヴつを、 
黄パ S 、 ニオイの原因に 
なります。 


•かないご飯（お茶碗 
1〜2杯程度）の保温 

ご飯の水分が早く蒸発し 
お化が早くなります。 


参しやもじを入れた 
ままの保温 

しゃちじについた雑菌が 
増殖する恐れがあ0ます。 


•外ぶたにふさんをかぶせて 
の保温 

機器の損傷-义災の原因と 
なります。 


♦をえたご飯の再保温 •直接風が当たる場所 •げきこみご飯や 


(長時間停電ち同じ） 

加熱する途中でご飯が 
こげたり、いやなニオイ 
がすることがあります。 


での保温 

風が当たるところが冷や 
され、部分的に適度なな 
温温度 UTR こなる恐れが 
あ0ます。 


汁物などの保温 

具などに変質しやすい物 
があると努化が早くなり 
ます。 


|§)ひと工夫… 

♦残ったご飯や少なくなっ 
たご飯は冷凍なちし、電 
モレンジ等で温めなおす 
とおいしく食べ5れます。 








あとかたづけ 

まず確かめてください。①ガスをび閉じている⑨電源プラグを巧いている③機器び;をえている 

•そのつどのお手入れ . 


■炊飯かま 


♦使巧後はごはん粒-おねば等を洗い落とし、つね 
に水切りよく保をしてください。 

♦炊飯かま底面の感熱部受けのミちれをされいにふさ 
とってください。ミちれびつくと炊飯不良の原因に 
なりまず。 

♦お手入れの際は、やわらかいスポンジなどを使 
し、研摩効果の高い洗剤やかたいスポンジ、金属 
タワシで洗わないで<ださい。また、スプーンや 
食器などは入れないでください。 



感熱部受け 


■外ぶた-つゆ受け枠 


>外ぶた • 外ぶた内側 • つゆ受け枠は、よく絞った巧 
でふいて < ださい。 



■ライスネットをお使いになる場合 

♦炊飯ごとに必ずお手入れを行ってください。 

♦炊飯後はそのつど、きれいに洗ってください。目づま 
0していると、早切れ、炊さむらの原因とな0まず。手 
洗いでは不十分でずので、洗雇機「ずずざモード」で 
水洗いされることをおずずめしまず。 

♦毎曰の炊飯回数に応じた予備のライスネットを用意 
され、されいに洗われたちのを1回に限り使用して 
いただ < 方法ちおずずめしまず。たとえば、1曰已回 
炊飯の場合は、已枚のライスネットを用意しまず。 


■内ぶた•しやちじ 

♦そのつどやわらかいスポンジを使って洗ってくだ 
さい。ミちれのとれにくいとさは中性洗剤で洗っ 
て、よくずずいだあと乾いた巧で水気をふいてく 
ださい。 

♦内ぶたのフ□ー トの下はミちれびつさやずいので、 
フ□ー トを持ち上げて洗ってください。 


この下を 
洗ラ 



►内ぶたのはずしかた 


内ぶたの両はしを持ち、 
内ぶた取付パッキンより 
引さ抜さまず。 



■つゆ受け 

♦そのつど、つゆ受けにたまった水は、捨てて、きれ 
いに洗ってください。 


►つゆ受けのはずしかた 

図のよラにつゆ受けの先端（手前または奥のどちら 
か）におをかけ、広げるよラにして引っぱってくだ 



旧 







お手入れ 

まず確かめてください。①ガスをが閉じている③電源プラグを抜いている③機器がをえている 

A 警告 

修理-改造は高度な専門知識び必要です。お客様自身では工具を使用して分解したり、 

修理-改造は絶対に行わないでください。 

义災-ガス漏れの恐れや異常動作してけびをすることびあります。 


分脏禁止 


■炊飯燃焼部-炊飯受け皿-外わく本体 



♦よく絞った巧でふいてください。ミちれのひどいとさは、中性洗剤を浸した巧でミちれを落とした後、洗剤分を十 


分ふきとり、最後にからぶきしてください。 



■ノ（ーナー-感熱部 ■立消え安全装置 


参バーナー炎口びつまっているとさは針金などで取 
0除いて<ださい。感熱部のミちれびこび0ついて 
取れないとさは極細目のサンドペーパー（目のあ 
b さ400番程度）で表面に傷び付かない程度に 
軽 < こず0取ってください。 



♦ノ（ーナーや感熱部などのお手入れの際は、けびを 
しないように手袋などをはめて行ってください。 



♦やわらかな巧などで巧れをふさとつてください。 
ミちれていたり、位置び変わると点火しにくくなり 
まず。固いちのをぶつけた0して位置を動かさな 
いよラにして < ださい。 

0 



ぉ願い J - 

>プラスチック•ほうろラのお手入れには酸性- 
アルカ U 性の洗剤•アルコール • シンナー•金 
属たねし•ナイ□ンたねし•クレンヴー（みび 
さ粉）などを使わないでください。 


心 。難"」画たゎし 


S ガキ粉 


♦炊飯かまおよび内ぶたはアルミ製品でず。 
食器洗い乾燥機でお手入れずると、専用洗剤 
の成分により表面び酸化して変色ずる恐れび 
あ0まず。 








お手入れ 


■本体ヵバー 

♦よく絞った巧でふいてください。ミちれびとれにくいとさは本体カバーを取りはずし、中性洗剤で洗ってよくずず 
いだ後、乾いた巧で水気をとってください。金属たわしなどで強く洗うと、いたみまずのでごを意ください。また、 
本体カノ（一は変形しないよラ取扱いにごを意ください。 

► 本体カノ（一の取りはずし ► 本体カノ V ’一の取り付け 

①外わ < を炊飯燃焼部か b はずし、安定した台に置<。 ♦本体カノ（一と外わく本体の点火確認窓び同じ方向 

③内ぶた、炊飯かまを取り出ず。 になっているか確認し、本体カバーの切り欠き部 

③ 外ぶたをしっかりと閉める。 と外わく取っ手びしっかりはまるよラに、外わく 

④ 本体 カバー 固定ね じ （4 本）を取りはずず。 本体を入れまず。 



^お願い J 

♦機器本体にはを全に関ずるを意ラベルび張ってありまず。巧れたり、読めなくなったときは、やわらかい 
巧などでミちれをふさ取ってください。 

また、お手入れの際には、はびれないよラごを意ください。はびれたり読めなくなった場合は、お買い上 
げの販売店、またはちよりの当社事業所でラベルを再購入のラえ、張り替えてください。 


の 





消耗部品について 


消耗部品はお買い上げの販売店、またはちよりの当社事業所でお買いまめください。 


■炊飯かま（フッ素樹脂加工） 

♦使ってしぶうちに、色むら•八ガレびできることびありまずび衛生上問題ありません。万一食べてしまっても食品衛生法 
の基準内で問題はありません。ご使畑こ不便をきたずようになりましたら、炊飯かまだけをお買い巧めください。 

また、炊飯かまの側面等び凸凹になっている場合は炊飯かまの交換び必要でず。 


■その他部品類 

参内ぶた、内ぶた取付パッキン、フ□ートの変お•変色•破損など、ご使用に不便をさたずよラになりましたら、 
部品をお買い上げの販売店、またはちよりの当社事業所でお買い求めください。しやちじ-つゆ受けなどち同様 
です。 


フッ素樹脂加工をいためず、 
長持ちさせるポイント 

参お手入れの際は、やわらかいスポンジなどを使い、研 
磨効果の高い洗剤やかたいスポンジ、金属たわしで 
洗わない。また、スプーンや食器などは入れない。 
♦付属のしやちじを使ラ。 

参炊さこみやおこわなど調味料を使つた後は、ずぐ 
に洗ラ。 

参酢などの酸の強いちのは使わない。 

参炊飯かまでお米を洗わない。 


もしイヤな臭いがついた場合は 




参炊飯かまに計量カップ2〜3 
杯の水を入れ、炊飯かまを本 
体にセットし、炊飯の要領で点 
火し、水びなくなって、自動消 
火ずるまで煮沸してください。 
自動消火した後、30分じ(上た 
ってか b 炊飯かま • 内ぶたを取 
り出して、されいに水洗いし、 
乾いた清潔なふさんで水気を 
ふきとってください。（使巧直 
後は高温のため、取扱いに注 
意してください。） 


旧 



故障や異常の見分け方と処置方法 


A 警 

化 

使用中に異常を感じたとき①すぐに使用を中止する 

⑨あわてず、ガス检を閉じる③電源プラグを抜く 


ご使巧中にふだんと違った状態になったときや、不都合び生じたときは、そのままお使いにな b ず、直ちにご使用 
を中止して十分な点検をお願いしまず。 


現 象 

原因と 処置 

点火しない 
点火しにくい 
使用中に消火した 

1. ガス栓び全開になっていない —► 全開にする 

2. 機器セット不良 —► 正しくセットする 

3. ゴム管の折れ曲り-つぶれ —► 折れ-曲りを直す 

4. 点火操作び適切でない —► 巧し時間を長くする 

瓦 LP ガスびなくなりかけている —► 新しいボンベに交換する 

6.乾電池の消耗 —► 新品と交換する 

炎び安定しない 
黄炎で燃える 
異常音をたてて燃える 

1.バーナー炎□づまり —► 炎□づまりを掃除する 

2丄 P ガスびなくなりかけている —► 新しいボンベに交換する 

ご飯びラまく炊けない 
—-自動消乂しない 
-早切れする 
-ふをこぼれびをい 
-ご飯びこげる 

1— -炊をむらびある 

1. 機器び傾いている 一►正しく設置する 

2. 機器セット不良 —► 正しくセットする 

3. 感熱部-感熱部受けの巧れ-異物付着 —► 巧れ-異物を取り除く 

4. フ J < 加減不良 —► 正しく水加減する 

己.洗米不良 —► 正しく洗米する 

6. ご飯をほぐしていない•むらしていない —►] 己分むらし後、よくほぐす 

7. ライスネット使用時ライスネットの目づまり _► ライスネットをよく洗う 

保温中のご飯び 
「 . ベとつく 
-硬くなった 
-臭いびする 
-変色している 
— • さめている 

1. ご飯をほぐしていない —►] 己分むらし後、よくほぐす 

2. cl ；< 洗米してしげよし^ —► 水びをれいになるまでお米を洗ラ 

3. 炊飯かま、内ぶた、つゆ受けのお手入れ不足 —► そのつどお手入れする 

4.1 2時間な上、または少量のご飯を保温している 一！ 

已.しゃをじを入れたままか、;令やご飯•ご飯の ..。 

つざたしを保温している * 14ぺ-シの让手にな温し 

日.長時間の停電びあ〕た © Umas-rSo 

7. 外ぶた. W たびきっちりとしまってし、ない」器目用プラグを器目^ン 

8. 器具用プラグの差し込み不足 一就證こ!誌夕 

ガスのにおいびする 

ガス ZJ ム管のひび割れ、巧あを —► ガス ZI ム管を交換する 

ふをこぼれや、風など 
で炎び消えたとを 

安全のため立消え安全装置び働き、自動的にガスび止まります。消火に気付い 
たときは、すぐ炊飯レバーを「巧す」（炊飯）にしてください。再点火すると 
をは、周囲にガスびなくなってから点火操作してください。 


じ(上のことをお調べのラえ、なお異常のあるとさは、ご自分で修理なさらないで、お買い上げの販売店、または 
もよりの当社事業所にご連絡ください。 


旧 

















仕様 


品 名 

RR - S 15 VNS 

炊飯量け） 

0.6 〜 3.0 

外形寸法 
〔 mm 〕 

高さ 

3已已 

幅 

392 

奥行 

38已 

質 量 （ kg ) 

10.2 

ガス接続 

¢9.已 mm ガス巧ゴム管 

電 源 

AC 100 V 

消費電力 （ W ) 

]已0 

点火方式 

放電点火式 

安全装置 

AA 消ス安全装置 

付属品 

しゃちじ•計量カップ•乾電池•取扱説明書(保証書付)•連絡先一覧表•電源コード 


※仕様は改良のため予告な<変更ずることびありまず。 


■個別ガス消費量 


使用ガスグループ 

1時間当たりのガス消費量 

形式の呼び 

RR - S 15 VNS 

LP ガス 

2.2 IkW 

13 A 

2.2 IkW 

12 A 

2.0 目 kW 


※仕様は改良のため予告な<変更ずることびありまず。 


長期間使用しない場合 


乾電池を抜さ各部のミちれを取除さ、十分に乾燥してからほこりなどの異物び入らないよラにビニールに包み、お巧めに 
なったとさの箱に入れ湿気やほこりのみないところへ保管してください。 

特にガス通路部分（ガス接続口）には、ほこりび入ってガス通路をつま日せないよラに、お買い上げになった際に取付 
けられていたキャップをガス接続口にはめてください。 

■乾電池に関ずるご注意 

♦機器を廃棄する際は必ず乾電池を取り外してください。火災等の原因となりまず。 


目! 






アフターヴービスについて 

■サービス(点検•修理など)を依頼される前に 

♦19 ページの「故障や異萬の見分け方と処置方法」の項を見てちラー度ご確認ください。 

確認のうえそれでも不具合びある、あるいはご不明な場合は、ご自分で修理なさらないで、必ずガス栓を閉じ、 
電源プラグを抜いてから、お買い上げの販売店、またはちよりの当社事業所にご連絡ください。 

参アフターサービスをお申しつけの際は、次のことをお知らせ<ださい。 

①製品名-ガスの種類 
③形式の呼び（銘板表示のちの） 

③ 故障または異常の内容（できるだけ詳しく） 

④ ご住所-お名前-電話番号 
⑥訪問ご希望曰 

♦定期点検のすすめ。（有料） 

安むしてお使いいただくために、定期的に点検を受けてお手入れされることをおずずめしまず。 

■聞居される場台 

♦ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分びありまず。 


_ 言 口 _ 

ガスの種類び異なる地域へ転居される場合は、調整-改造の必要びあります。 

転居先のガスの種類を確認のラえ、お買い上げの販売店、またはちよりのガス事業ちにご相談 < ださい。 

参転居にとちなラ調整や改造に要ずる費用は、保証期間内でちち料とな0まず。 

B 保証について 

参裏表紙び保証書になっていまず。 

•当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売後、機器に故障びある場合、一定期間と一定条件のちと 
に無料修理に応ずることを約束いたしまず。（詳細は保証書をご覧ください。） 

♦保証書を紛失されまずと保証期間内であってち修理費をいただ < 場合びあ0まずので大切に保管して < ださい。 

■補修用性能部品の保有期間について 

♦この機器の補修巧性能部品の保ち期間は、当製品の製造巧切後6年間となっていまず。（補修用性能部品 
とは、その製品の機能を維持するために必要な部品でず。） 

■アフターヴービスなどの連絡先 

♦お買い上げの販売店、またはもよりの当社事業所にご連絡ください。 

♦別添の「連絡先一覧表」を参照して<ださい。 

■お客様の個人情報の取り扱いについて 

♦当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名前-ご住所•電話番号などの個人情報を、サービス 
ま動および安全点検ま動のために利用させていただく場合びございまずのでご了承ください。 

♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に委託ずる場合、法令に基づく業務の履行または権限の 
行使のために必要な場合、その他正当な理由びある場合を除さ、当社 j ツ外の第=者に個人情報を開示•提 
供はいたしません。 


リンナイフリーダイヤル 
函0120 -054-321 


图 
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保証書 


この製品は厳密なる品質管理および検查を経てお届けしたちのでず。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場をに、本書記載内容で無料修理を 
行5ことをお約束ずるちのです。 


記 


1. 保証期間は、お買い上げの曰か51年間とし、機器本体を対象としまず。 

保証期間中故障が発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼くださし、。 

ただし、消耗部品は、保証の対象ではありません。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼でをない場合には、別添の『連絡先』 
一責表をご責の上、当社事業所にご連絡ください。 

4. 本保証書は、再発行いたしませんので大切に保をしてくださし 
己.無料修理についての規定は下記をご責< ださい。 



無斜修理規定 


1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った正常な 
使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または 
をよりの弊社窓口が無料修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い上 
げの販売店にご依頼の上、出張修理に際して本書をご提示 
<ださい。なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張 
修理を行った場创こは、出張に要する実費を申し受けまず。 

3. 保証期間内でち;欠の場含には有料修理になります。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障およ 
び損傷。 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによる故障 
および損傷。 

(八）火災、塩害、地震、風水害、落雷、煤煙、降灰、酸性雨、 
腐食性等の有害ガス、ほこり、異常気象、ねずみ、鳥、 
<を‘昆虫類等の侵入、その他天変地異または戦争、 
暴動等破壊行為による故障および損傷。 

(二） 串兩•船舶への搭載で使用された場合の故障および損傷。 

(ホ）本書の提示びない場を。 

(へ）本書にお買い上げ年月曰、販売店名の記入びない場含 
あるいは字句を書さ曽え日れた場合。 

(卜）指定がの燃料、使用電源（電圧）の使用による故障お 
■■びホ貢イ台 

(チ）ご転居などによる熱量変更に伴なラ改造•調整の場含。 


4. 本書は曰本国内においてのみ有効でず。 

This warranty is valid only in 」 apan . 

※この保証書は本書に明示した期間、条件のわとにおいて 
無料修理をお約束するをのです。従ってこの保証書によって 
保罰書を発行している者(保証責任者)、およびそれ料がの 
事業者に対するお客様の法律上の権利を制限ずるをのでは 
あ0ません。保証期間経過後の修理などについてご不明の 
場合は、お買い上げの販売店または別添の「連絡先」一覧表 
をご覧の上、当社き業所にお問い合せください。 


お買い上げ曰および販売店名 


お買い上げ曰 


年 


月 


曰 


販 

売店 


扱 

を 

印 


住 

所 



電 

話ま号 




お客様へ 

このな記書をお受取りになるとさにお買い上げ曰、販売ち名、扱ち印び記入してあることを確認してください。 


シ t イ株式会社 

干4巳4-日8日2名ち屋市中川区福住町2番26号 
TEL 代表 052(361)821 1 
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